
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑

僠
僡
僢
僠
僡
僢
僠
僡
僢
僠
僡
僢
僠
僡
僢
僠
僡
僢
僠
僡
僢
僠
僡
僢
僠
僡
僢
僠
僡
僢
僠
僡
僢
僠
僡
僢
僠
僡
僢
僠

年
を
迎
え
た
。

谷
津
干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ

ー
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
ー

ン
ド
ル
湿
地
環
境
セ
ン
タ
ー
、

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
渉
禽
類
研

究
会
と
は
交
流
を
重
ね
、
渡
り

鳥
の
ル
ー
ト
を
調
べ
る
た
め
の

カ
ラ
ー
フ
ラ
ッ
グ
と
呼
ば
れ
る

足
環
に
よ
る
標
識
調
査
の
結
果

な
ど
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

る
。
渡
り
鳥
の
キ
ア
シ
シ
ギ
と

同
様
に
、
両
市
の
人
た
ち
も
互

い
に
訪
問
を
重
ね
、
習
志
野
市

の
「
Ｙ
＆
Ｂ
湿
地
交
流
協
会
」

は
両
市
の
交
流
の
発
展
と
継
続

の
た
め
、
相
互
の
訪
問
に
関
す

る
支
援
活
動
な
ど
で
橋
渡
し
役

を
務
め
て
い
る
。

碑
の
序
幕
が
行
わ
れ
た
。
ブ
リ

ス
ベ
ン
市
の
ブ
ー
ン
ド
ル
湿
地

を
含
む
モ
ー
ト
ン
湾
は
谷
津
干

潟
の
登
録
と
同
じ
５
年
の
10
月

22
日
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録

湿
地
と
な
っ
た
。
７
年
の
「
第

８
回
日
豪
渡
り
鳥
保
護
会
議
」

で
、
豪
州
側
か
ら
日
本
へ
湿
地

交
流
の
提
案
が
あ
り
、
そ
の

後
、
両
市
は
相
互
訪
問
な
ど
を

経
て
、
10
年
に
水
鳥
の
保
護
と

湿
地
の
保
全
を
協
力
し
て
行
う

湿
地
提
携
を
結
び
、
今
年
20
周

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
25
周

年
「
谷
津
干
潟
フ
ェ
ス
タ
」
が

５
月
３
日
か
ら
６
月
10
日
ま
で

津
干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
開
か
れ
た
。

谷
津
干
潟
は
約
40
㌶
の
泥
質

干
潟
で
、
貝
、
カ
ニ
な
ど
が
生

息
し
、
シ
ベ
リ
ア
な
ど
と
東
南

ア
ジ
ア
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を

行
き
来
す
る
渡
り
鳥
の
重
要
な

中
継
地
と
な
っ
て
い
る
。
平
成

５
年
６
月
10
日
、
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
の
登
録
湿
地
に
認
定
さ

れ
、
習
志
野
市
は
９
年
に
こ
の

日
を
「
谷
津
干
潟
の
日
」
に
制

定
し
て
い
る
。
条
約
登
録
25
周

年
を
記
念
し
た
フ
ェ
ス
タ
で
は

「
ま
る
ご
と
味
わ
う
干
潟
の
幸

せ
」
の
テ
ー
マ
で
観
察
会
な
ど

が
催
さ
れ
、
６
月
９
日
と
10
日

に
は
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
に
大
勢

の
人
が
訪
れ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
習
志
野
市
と
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド

州
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
市
と
の
湿
地

交
流
20
周
年
を
記
念
し
た
記
念

き
の
調
理
。
実
籾
高
校
の
生
徒

た
ち
が
作
り
方
を
教
え
、
上
手

に
返
す
姿
に
歓
声
を
上
げ
、
言

葉
以
上
に
気
持
ち
を
通
じ
合
わ

せ
て
、
互
い
に
お
好
み
焼
き
作

り
を
楽
し
ん
だ
。

美
し
い
音
色
と
形
で
し
た
」
と

話
し
て
い
た
。
柔
道
場
の
畳
の

上
で
は
百
人
一
首
の
対
戦
が
行

わ
れ
、
正
座
し
て
礼
を
交
わ

し
、
札
を
取
り
合
っ
た
。
最
後

の
お
も
て
な
し
は
、
お
好
み
焼

演
奏
の
後
は
、
タ
ス
カ
ル
ー
サ

の
高
校
生
に
箏
の
演
奏
法
を
教

え
、
折
り
紙
の
鶴
な
ど
を
贈
っ

た
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
ミ
ラ
ー
さ

ん
は
「
日
本
の
伝
統
楽
器
を
弾

く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
見

学
し
た
。

実
籾
高
校
で
は
吹
奏
楽
部
の

演
奏
と
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

の
演
技
で
歓
迎
を
受
け
た
。
タ

ス
カ
ル
ー
サ
市
姉
妹
都
市
委
員

会
の
リ
サ
・
キ
ー
ズ
専
務
理
事

は
「
素
晴
ら
し
い
体
験
が
で
き

友
情
に
感
激
し
て
い
ま
す
」
と

挨
拶
し
た
。
タ
ス
カ
ル
ー
サ
市

の
高
校
生
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
、
邦
楽
部
に
よ
る
「
箏

こ
と

演

奏
」
、
百
人
一
首
か
る
た
部
と

の
か
る
た
、
華
茶
道
部
に
よ
る

茶
道
を
体
験
し
た
。

邦
楽
部
は
箏
で
「
さ
く
ら｣



箏
曲
「
さ
く
ら
21
」
を
披
露
。

米
国
の
姉
妹
都
市
ア
ラ
バ
マ

州
タ
ス
カ
ル
ー
サ
市
か
ら
の
青

少
年
訪
問
団
が
６
月
14
日
か
ら

習
志
野
市
を
訪
れ
、
市
内
の
高

校
生
た
ち
と
交
流
し
た
。

両
市
は
昭
和
61
年
に
姉
妹
都

市
提
携
を
結
び
、
青
少
年
が
国

際
感
覚
を
養
い
、
友
好
親
善
を

図
る
た
め
に
相
互
に
訪
問
団
を

受
け
入
れ
て
い
る
。
ポ
ー
ル
・

Ｗ
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
高
校
、
ノ

ー
ス
リ
ッ
ジ
高
校
、
セ
ン
ト
ラ

ル
高
校
の
生
徒
20
名
を
含
む
訪

問
団
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し

て
、
12
日
間
の
滞
在
中
、
日
本

へ
の
理
解
を
進
め
、
鎌
倉
ほ
か

を
訪
れ
、
市
内
で
は
谷
津
干
潟

い
」
と
話
し
、
「
ふ
る
さ
と
」

の
曲
を
森
に
響
か
せ
た
。

８
月
の
開
放
日
に
は
「
森
の

中
で
秘
密
の
小
屋
作
り
」
が
行

わ
れ
る
。
時
間
は
午
後
１
時
か

ら
３
時
30
分
ま
で
。
参
加
費
は

３
０
０
円
。
習
っ
子
ク
ラ
ブ
、

習
っ
子
あ
そ
び
ー
ば
ー
と
の
共

同
企
画
。
植
物
の
葉
に
は
触
れ

る
と
か
ぶ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

夏
の
森
に
は
蝉
や
蝶
な
ど
の
昆

虫
も
い
る
が
、
蚊
も
多
い
の

で
、
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
な
ど
の

持
参
を
。
ま
た
、
習
志
野
み
ど

り
の
会
に
よ
る
「
ド
ン
グ
リ
博

物
箱
を
作
ろ
う
」
も
市
民
プ
ラ

ザ
大
久
保
で
開
か
れ
る
。
９
種

類
の
ド
ン
グ
リ
を
用
意
。
時
間

は
正
午
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま

で
。
参
加
費
は
３
０
０
円
。

市
民
団
体
「
習
志
野
み
ど
り

の
会
」
は
毎
月
第
１
土
曜
日
に

保
全
の
た
め
清
掃
や
手
入
れ
を

行
っ
て
お
り
、
４
月
、
６
月
、

８
月
、
11
月
に
は
四
季
折
々
の

姿
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

開
放
し
て
い
る
。
６
月
、
桑
は

実
り
、
新
緑
が
森
を
お
お
う
。

子
供
た
ち
は
自
由
に
遊
び
回

り
、
ヤ
ツ
デ
の
葉
を
傘
に
し

て
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
に
寝
そ
べ
っ

た
。
習
志
野
み
ど
り
の
会
で
は

「
森
で
学
び
、
森
で
遊
ぶ
」
と

題
し
、
野
草
観
察
、
ネ
イ
チ
ャ

ー
ク
ラ
フ
ト
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
ロ
ー

ズ
で
バ
ラ
の
花
」
「
草
ぶ
え
教

室
」
な
ど
を
行
っ
た
。
草
笛
を

担
当
し
た
メ
ン
バ
ー
は
「
ネ
ズ

ミ
モ
チ
の
葉
が
向
い
て
い
ま

す
。
若
い
葉
が
鳴
ら
せ
や
す

森
」
に
は
古
い
建
物
跡
も
見
ら

れ
、
自
然
が
多
く
、
ヤ
ブ
サ
ン

ザ
シ
の
よ
う
に
千
葉
県
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
あ
る
保
護
対

象
の
植
物
も
少
な
く
な
い
。

「
習
志
野
の
森
」
は
８
月
４

日
に
夏
の
開
放
日
を
迎
え
る
。

開
放
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
。

泉
町
３
丁
目
の
「
習
志
野
の

は
年
齢
高
位
順
）
。

▽
男
性
＝
①
堀
内
輝
雄(

79)

②
内
田
綽
（
80
）
③
佐
藤
行
雄

（
80
）
④
菅
澤
良
夫
（
81
）
⑤

松
崎
実
（
82
）
⑥
河
原
文
夫

（
83
）
⑦
山
本
英
明
（
83
）
⑧

甲
斐
義
雄
（
85
）
⑨
高
野
久
夫

（
85
）
⑩
石
井
正
吾
（
86
）

▽
女
性
＝
①
籾
山
紀
代
子

（
81
）
②
斉
藤
勝
代
（
83
）
③

渋
谷
す
み
え
（
86
）
④
秋
山
千

代
（
87
）
⑤
安
永
頼
江
（
87
）

⑥
宮
澤
美
千
子
（
89
）
⑦
安
田

愛
子
（
90
）
⑧
内
田
峯
子(

92)

⑨
小
口
法
子
（
92
）
⑩
林
崎
和

子
（
93
）

は
、
高
齢
者
が
長
寿
社
会
を
い

き
い
き
と
過
ご
せ
る
よ
う
に
様

々
な
行
事
を
催
し
て
い
る
。
健

康
ス
ポ
ー
ツ
部
で
は
、
ペ
タ
ン

ク
、
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
の
各
大
会
を
計
画
し

て
い
る
。

成
績
が
発
表
さ
れ
、
男
性
で

は
袖
ケ
浦
長
寿
会
の
堀
内
輝
雄

さ
ん
、
女
性
で
は
東
八
あ
じ
さ

い
の
会
の
籾
山
紀
代
子
さ
ん
が

優
勝
を
飾
っ
た
。
参
加
者
に
は

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
ほ
か
が
贈

ら
れ
た
。

大
会
結
果
は
次
の
通
り
。
カ

ッ
コ
内
は
ス
コ
ア
（
同
ス
コ
ア

第
23
回
「
習
志
野
市
あ
じ
さ

い
ク
ラ
ブ
連
合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
」
が
５
月
24
日
、

袖
ケ
浦
運
動
公
園
で
開
か
れ

た
。雨

も
上
が
っ
た
運
動
公
園
に

は
約
２
０
０
名
が
集
ま
り
、
８

ホ
ー
ル
４
コ
ー
ス
で
、
和
や
か

に
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。
コ
ー

ス
で
は
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
ボ
ー

ル
が
当
た
る
音
が
響
い
た
。
女

性
の
参
加
者
は
「
一
つ
、
一
つ

と
思
い
な
が
ら
回
り
ま
し
た
」

と
丁
寧
な
プ
レ
ー
ぶ
り
を
話
し

て
い
た
。

あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

訓
練
に
立
ち
会
っ
た
船
橋
東

消
防
署
担
当
者
は
消
火
器
の
確

認
、
心
の
準
備
に
つ
い
て
喚
起

し
、
株
式
会
社
パ
ル
コ
津
田
沼

店
の
野
口
香
苗
店
長
は
「
ど
の

よ
う
に
動
け
ば
い
い
の
か
。
訓

練
で
し
っ
か
り
実
践
し
、
体
験

し
た
こ
と
を
身
体
に
覚
え
込
ま

せ
て
下
さ
い
」
と
述
べ
た
。

震
源
は
千
葉
県
東
方
沖
、
北
西

部
の
震
度
は
６
弱
、
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
８
・
０
の
情
報
が
も
た

ら
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
建
物
内

外
の
安
全
確
認
に
よ
っ
て
、
避

難
指
示
開
始
が
館
内
に
ア
ナ
ウ

ン
ス
さ
れ
、
テ
ナ
ン
ト
ス
タ
ッ

フ
は
「
残
っ
て
い
る
お
客
様
は

い
ま
せ
ん
か
」
と
大
き
な
声
で

呼
び
か
け
、
避
難
誘
導
班
を
先

頭
に
Ａ
館
、
Ｂ
館
と
建
物
ご
と

に
決
め
ら
れ
た
避
難
経
路
に
従

っ
て
誘
導
さ
れ
た
。

訓
練
当
日
朝
に
は
大
阪
北
部

で
震
度
６
の
地
震
が
あ
っ
た
ば

か
り
。
「
お
客
様
役
」
の
参
加

者
も
来
店
客
の
立
場
を
考
え
な

が
ら
誘
導
の
動
き
を
学
び
、
繰

り
返
し
の
訓
練
に
も
真
剣
に
取

組
ん
だ
。

避
難
訓
練
に
合
わ
せ
、
船
橋

市
危
機
管
理
課
の
指
導
で
起
震

車
に
よ
る
地
震
体
験
も
行
わ
れ

た
。
震
度
７
の
揺
れ
を
体
験
し

た
テ
ナ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
は
「
つ

か
ま
っ
て
い
て
も
危
な
く
て
、

身
動
き
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

訓
練
を
重
ね
て
、
お
客
様
の
避

難
誘
導
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

す
れ
ば
よ
い
か
考
え
、
防
火
・

防
災
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め

て
い
る
。
訓
練
に
向
け
て
は
、

全
館
約
１
５
０
の
テ
ナ
ン
ト
が

各
階
ご
と
に
自
衛
消
防
隊
を
編

成
。
隊
長
、
副
隊
長
以
下
、
避

難
誘
導
班
の
ほ
か
、
消
火
班
、

救
護
班
、
扉
の
開
閉
を
行
う
防

護
班
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
担

い
、
防
火
管
理
者
を
中
心
に
訓

練
内
容
が
検
討
さ
れ
た
。

予
備
訓
練
の
後
、
地
震
発
生

の
知
ら
せ
に
よ
っ
て
訓
練
本
番

が
開
始
さ
れ
、
テ
ナ
ン
ト
ス
タ

ッ
フ
は
「
お
客
様
役
」
と
な
っ

た
訓
練
参
加
者
に
落
ち
着
い
て

行
動
し
、
腰
を
低
く
し
て
落
下

物
な
ど
か
ら
頭
を
守
る
よ
う
呼

び
か
け
た
。
自
衛
消
防
隊
の
隊

長
は
「
耐
震
性
の
高
い
ビ
ル
な

の
で
安
全
で
す
」
と
説
明
。
安

全
な
避
難
経
路
が
確
保
さ
れ
る

ま
で
、
こ
の
場
所
で
待
つ
よ
う

指
示
し
、
ケ
ガ
人
の
有
無
の
確

認
、
応
急
手
当
て
の
で
き
る
医

療
従
事
者
へ
の
協
力
、
階
段
で

の
避
難
が
容
易
で
な
い
人
の
た

め
の
配
慮
や
一
時
避
難
場
所
に

つ
い
て
伝
え
ら
れ
た
。

防
災
セ
ン
タ
ー
か
ら
地
震
の

て
消
防
計
画
に
よ
る
訓
練
の
実

施
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

津
田
沼
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
も
毎
回
訓

練
を
欠
か
さ
ず
、
テ
ナ
ン
ト
ス

タ
ッ
フ
た
ち
は
「
お
客
様
を
第

一
に
」
、
避
難
誘
導
な
ど
を
実

践
訓
練
し
、
ど
の
よ
う
に
行
動

津
田
沼
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
で
６
月

18
日
、
テ
ナ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
震
度
５
以
上
の
地
震
を
想

定
し
た
「
避
難
訓
練
」
が
行
わ

れ
た
。

来
店
客
で
賑
わ
う
商
業
施
設

で
は
、
消
防
法
の
規
定
に
よ
っ

祥
の
地
」
を
掲
げ
、
有
力
な
地

域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育
て
上
げ

る
た
め
Ｐ
Ｒ
に
取
組
ん
で
い

る
。今

回
、
製
造
か
ら
３
年
目
を

迎
え
、
新
た
な
地
域
振
興
の
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、
千
葉
県

産
の
豚
肉
を
使
用
し
て
ワ
ン
ラ

ン
ク
上
に
仕
上
げ
た
「
習
志
野

ソ
ー
セ
ー
ジ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ

Ｍ
」
を
誕
生
さ
せ
、
中
元
・
歳

暮
用
の
ギ
フ
ト
パ
ッ
ク
も
用
意

さ
れ
た
。
製
造
す
る
日
東
ベ
ス

ト
株
式
会
社
の
担
当
者
は
「
な

め
ら
か
で
上
品
な
仕
上
が
り
に

な
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
昨
年

度
の
販
売
数
量
は
学
校
給
食
の

１
万
本
を
含
め
、
13
万
４
０
０

０
本
。
プ
レ
ミ
ア
ム
の
登
場
で

来
年
度
は
17
万
本
を
目
標
に
し

て
い
る
。

１
０
１
年
前
に
ド
イ
ツ
式
の
製

造
法
が
習
志
野
市
内
で
伝
え
ら

れ
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
基

に
、
当
時
の
レ
シ
ピ
か
ら
現
代

風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
ソ
ー
セ
ー

ジ
。
習
志
野
商
工
会
議
所
で
は

「
日
本
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
製
造
発

「
習
志
野
ソ
ー
セ
ー
ジ
Ｐ
Ｒ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
（
プ
レ
ミ
ア
ム)｣

が
本
格
発
売
を
前
に
、
イ
オ
ン

津
田
沼
店
で
開
か
れ
た
「
千
葉

県
産
フ
ェ
ア
」
で
初
披
露
さ
れ

た
。「

習
志
野
ソ
ー
セ
ー
ジ
」
は

和
の
体
験
で
お
も
て
な
し

実
籾
高
校

姉
妹
都
市
訪
問
団
を

地
震
に
備
え
て
避
難
訓
練

津
田
沼
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ

湿
地
交
流

周
年
迎
え

谷
津
干
潟
フ
ェ
ス
タ
で
碑
序
幕

｢習志野の森｣で遊ぼう

8月4日 夏の開放日

いきいき和やかにプレー

あじさいグラウンドゴルフ

プレミアムが登場
｢習志野ソーセージ｣

箏の演奏を体験

百人一首で対戦

「お客様役」を誘導する避難誘導班

草笛を教えるみどりの会メンバー

習志野市・ブリスベン市
湿地交流周年記念碑

上位入賞者

晴天の下、和やかにプレー

千葉県産フェアでお披露目

な ら し の 朝 日(３) 平成３０年７月２０日(金曜日) 第８９２号


